
原子力学会（AESJ）倫理委員会 第 23 回倫理研究会（2025 年度） 

以下のとおり，品質保証研究会（QASG）との協働による倫理研究会を開催します。 

1. 主旨

近年，調達先での品質コンプライアンス問題が続発しており，原子力施設の信頼を損ねないた

め，各社は，自社だけでなく，調達先での品質コンプライアンス問題の未然防止に取り組んでい

る。業界団体等においても，未然防止や意識高揚のための施策を検討している。

品質保証研究会（QASG）第 1 グループでは，産業界のメンバが中心となって，品質コンプライ

アンス問題の研究（分析）を行い，2024 年度末に 26 項目の抑止策をまとめ，2025 年度はこの策

のブラッシュアップと不正を発生させないガイドを作成中である。

2025 年度の倫理研究会では，これらの抑止策について，追加すべき視点など，より有効な施策

となるよう，討論する。

2. 形式

自由闊達な議論を行うため，以下の参加者で実施する。なお，実施結果の概要はそれぞれの HP

等で公開する。

倫理委員会委員（10 名程度），品質保証研究会第 1 グループメンバ（10 名程度） 

3. 開催日時 2026 年 2 月 26 日(木) 15:00-17:00

場  所 秋葉原ダイビル 24 階 Meeting Room 3（JR 秋葉原駅前）

4．当日プログラム，議論のポイント 

(1)開会

(2)出席者自己紹介/Ice Break

(3)-1 AESJ 倫理委員会の紹介，討論の素材提供 

(3)-2 QASG 第 1Gr「品質コンプラ違反を発生させないための QMS の研究」

(3)-3 質疑

(4) 総合討論

(4)-1 抑止策の検討① 説明，討論

(4)-2 抑止策の検討② 説明，討論

(5) まとめ・閉会

以上


